東北大学試作コインランドリの使用による製品製作の取扱いについて
平成２５年６月１０日
マイクロシステム融合研究開発センター長裁定
１．製品製作の目的
　試作コインランドリを使用して行う製品製作は、本学の研究開発活動の成果を製品として販売し社会で実証するとともに、製品製作又は社会での実証の結果生じた成果・課題を本学におけるマイクロシステム分野の教育研究に生かし、研究開発活動の循環を実現することを目的としたものでなければならない。
２．製品製作の申請手続き
　試作コインランドリを使用して製品製作を行おうとする場合には、「東北大学試作コインランドリ使用細則」に定める使用の申請時において、事前に申し出るものとする。ただし、試作コインランドリの使用途中若しくは使用後において製品製作として取扱う必要が生じた場合には、速やかにマイクロシステム融合研究開発センター長（以下「センター長」という。）へ申し出を行わなければならない。
３．製品製作の承認基準
　試作コインランドリを使用して製品製作を行う場合は、次の基準に基づきセンター長の承認を受けなければならない。
（１）本学の技術支援のもとで開発を行った微細加工品で、引き続き開発が継続され、改良に繋がるものであること。
（２）製品製作を行う際の使用装置占有率が、１社当り５％以下であること。
　　　使用装置占有率＝（使用装置面積×年間使用時間）※１／（全装置面積×年間使用可能時間）
　　　（※１）製品製作のため使用する各装置の総和とする。
（３）製品製作によって得られた成果及び生じた課題について、製品製作の開始から６ケ
月毎に定期報告を行うほか、当該製品製作を終了した場合には、終了後６ケ月以内
に最終報告を行うこと。
（４）同一物に係る製品製作を行う期間は、３年を超えないこと。
４．製品製作に係る免責
　試作コインランドリを使用して行う製品製作において使用者に生じた損害及び製品製作の成果として製品を実証販売した結果の損害について、本学は一切その責任を負わない。
５．その他留意事項
　製品の実証販売にあたっては、本学に無断で本学が製造業者と誤認させるような表示等を行わないこと。また、本取扱いのほか、必要な事項はセンター長が定める。
